
燈g
市
立
小
4

年
だ
っ
た
栗

原
心
愛
さ
ん
11

当
時(
10)
11

が

昨
年
1

月
に
死
亡
し
た
虐
待
事

件
を
め
ぐ
り 、
再
発
防
止
策
を

検討
す

る市
の
合
同
委
員
会
が

7
日
開
か
れ 、
事
件
の
風
化
を

防
ぐ
た
め
に
「
児
童
虐
待
防
止

デ
ー」

を
設
け
る
こ
と
を 、
有

讐が
提
案
し
た 。

委
員
を
務
め
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

の
江
川
紹
子
さ
ん
は
「
今

回
の
事
件
を
引
き
継
ぎ 、
『
ニ

度
と
な
い
よ
う
に』
と
の
思
い

を
常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
も
の
に

し
て
お
く
努
力
が
必
要
だ」
と

指摘 。
心
愛
さ
ん
が
亡
く
な
っ昨

年
1

月
に
野
田
市
の
小
学

4
年 、
栗
原‘JL
愛
さ
ん＇（
当
時

10)
が
父
親
の
虐
待
で
死
亡
し

た
事
件
で 、
再
発
防
止
策
を
検

討
し
て
き
た
野
田
市
の
合
同
委

員
会
の
最
終
回
が
7
日 、
市
役

--1

所
で
開
か
れ
た 。
委
員
か
ら
心

愛
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
命
日
の

1
月
24
日
を
「
児
宣
虐
待
防
止

デ
ー」

に
し
て
事
件
の
風
化
を

防
ご
う
と
い
う
提
言
が
出
さ
れ

た 。
市
も
検
討
す
る 。

事
件
を
め
ぐ
り 、
県
は
個
人

情
蔀
保
護
を
理
由
に 、
新
た
な

虐
待
死
事
件
の
情
報
は 、
児
窒

相
談
所
の
関
わ
り
を
含
め
て

一
切
公
表
し
な
い
方
針
を
固

め
て
い
た 。
野
田
市
の
今
村
繁

1
月
24
日

野
田
市
の
合
同
委

た
1

月
24
日
を
「
野
田
市
児
童

鳥
防
止
デ
ー」

と
し
覧
イ

ベ
ン

トを
開
く
こ
と
な
ど
を
提

案
し
た 。
日
本
大
危
機
管
理
学

部
の

鈴木秀
洋
准
教授
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
虐
待

対
応
に
制
約
が
生
じ
る
中 、
子

供
や
保
護
者
と
の
心
的
距
離
を

縮
め
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る」

と
述
べ
た 。

貫
会
は
今
回
で
終
了 。
市

は
今
後も
虐
待
防
止
条
例
の
策

定
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
追
加
作成

に
取
り
組
む
方
針 。

事
件
で
は
父
親
が
慨
害
致
死

な
ど
の
罪
に
問
わ
れ 、
今
年
3

月 、
1

審
千
葉
地
裁
で
懲
役
16
談
所
の
対
応
が
問
題
と
な
り 、

年
の
判
決
を
受
け
た 。
虐
待
を
市
が
1
月
に
公
表
し
た
検
証
報一

訴
え
盆字
校
ア
ン
ケ
ー
ト

を
父
告
壱
は 、
連
携
不
足
や
危
機
感

親
に
渡
し
た
市
教
育
委
貝
会
や
の
欠
如
が
あ
っ

た
と
指
摘
し
て

一
時
保
護
を
解
除
し
た
児
童
相
い
た 。

副
市
長
は
「
ち
ょ
っ
と
趣
旨
が

わ
か
ら
な
い 。
個
人
情
戟
で
も

再
発
防
止
に
資
す
る
こ
と
は
児

相
の
関
与
も
含
め
て 、
必
要
な

公
表
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い」
と
県
の
対
応
を
批
判
し

の

8
」

芸
口

野
田
女
児
死
亡
事
件
市
の
合
同
委
で
提
案

1
月
24
El
を

、
防
止
デ
ー
に

ノ

とど‘ぬ
ぃ‘’‘

野田小4死亡

．

． 

た 。委
員
会
で
は 、
蓄
察
と
の
連

携
の
頭
化
や
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ

ー
の
積
掘
胆活
用
を
求
め
る
意

見
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う 。
委

貝
で
日
本大
学
危
機
管
理
学
部

の
鈴
木
秀
洋
准
教授
は
「
要
保

護
児
宣
対
策
地
域
協
議
会
が
当

誓
意
識
を
持
ち 、
各
機
関
の

役
部
分
担
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
四

い
て
い
く
必
要
が
あ
る 。
こ
の

部
分
は
合
意
が
十
分
で
き
た」

と
話
し
て
い
た 。

（
古
賀
大
己）

2020.8.8産経

2020.8.8朝 日
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野
田
市

虐
待
防
止
委
か
最
終
会
合

‘
 

野
田
市

心
愛
ち
ゃ
ん
事
件
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た 。
狸声

出
を
ま
と
め
た
日
本大
の

Ig
 

法）
は
「
こ
れ
以
上
な
い

2

9と

年l
月
に
野
齢
者 、
g
里白
を
含
笠ジ
く
ら
い

十袋ヤ
っ

た 。
他

田
市

の位
4
年 、
栗
瞑
べ
て
の

虐笹に
対応
し
た

の虔翌3
件
で
も
報
告口

富
克（
誤
哨
ら
が
条
例
に
す
る考
え 。

を生か
し
て
ほし
い」
と

礎
で
翌
し
たm
件
で

児
宣
虞

待根挫晉
ゃ
訴
え
た 。

函
木利
昭】

野
田
市

のコ
磁
罰
汚
喪
心
愛
さ
ん
空
」
なっ
た

は
7
日 、
市
再
発
防
止
合
1

月
24
曰
を
児

m虐待
防

同

査答
後
厖
冤
頁
止
デ

ー
に
す
る
と
いっ
た

で 、
牌
待防
止
裔
庶叩

江川
さ
ん
か
ら

の
提
案
に

定
す
る
考
え
を
示
し
た。

つ
い
て
も 、
今
村
副市
長

嬰
良

含頁
の
フ
リ
は「
招m
し
た
い
j

と闘

ー
ジャ

ープ
リ
ス
ト 、

江
き
な
姿勢
を
示
し
た 。
こ

胤さ
ん
か
ら
「ヽ
隧
の
日

の
委
只
会
は
竪ぽ
の

ち
ゃ

ん

甕店
忌
れ
な
い
辟
他
后
り 、
今
年
1

月

た
め
条
例
制
定
な
どを
し
公
表
の
専
門
家
に
よ
る
検

て
ほ
し
い」
と

の
怠
只
を
証
態
届
だ
外
部
委
曰
か

爵
た
も
の。
児
嗅
高

ら出
た意
只が
併
記
さ
れ

虐
待
防
止
条
例
制
定
へ

風
化
さ
せ
ず
再
発
防
止
を

震

詈
ん
命
日「
防
止
デ
ー」
に

田
有
識
者
委
最
終
会
合
副
字巾
馬｛
拾
紅剌
の

方紅四
談
所
の
職
口
が
直
接
究
嬰J
訪

問し 、
虐

待対
応
に
あ
た
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
てい
る
と
指

摘 。
リ
モ
ー
ト
で
会

這を
し
た

り 、
家
庭
と
つ
な
が
っ
た
り
し

て 、
相
談
し
や
す
い

日壌
を整

え
る
こ
と
が
亘
要
だ
と
訴
え

た 。

昨
年
1

月
に
野
田
市

の

小学
検
討
す
る
考
え
を
示
し
た。

れ
ぞ
れ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル

などを

委
貝
会

がま
と
め
た
検
証
瑕

4
年
栗
原
心
愛
さ
ん
（
当

時n

果
内
で
は
6

月 、
市

原
市
で
確
認
し 、
学

び続
け
る
必
要
が
告
書
や
マ
ニ
ュ

ア
ル 、

9

芭
が

得
死
し
た
事
件
で 、

生
後

紐
月
の
女
児
の
哀
函
死
あ
る」
と
述
ぺ
た 。

の意

見は今
月
下
句 、
野
田
市

市
の
有
諏
者
委
員
会
（
委
貝
良
事
件
が
発
況。
同
市
が
家
庭
訪

鈴
木

教授
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
鈴
木
有
市
足
に
捉
出
さ
れ

・
今
村
繁
副
市
良）
の
汲
絡
会
問
の
不
儲
を
認
め 、
H
罪
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
影
匹
で 、
児
窟
相
る。

嘉
7
日 、
開
か
れ
た。

事

態とな
り 、
野
田
の

得
死

出
席
し
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト

事
件
の
整訓
が
生
か
さ
れ
て
い

の
江
川
紹
ま
さ
ん

は、
心
愛
さ
な
い
と
批
判
さ
れ
た。
そ
の
後

ん
が
亡
く
な
っ

た
1

月
24
曰
を
も
宋
京
都
大
田
区
で
子
供
が
餓

「
野
田
市
児
窟
虐
待
防
止
テ
ー」

死
す
る
な
ど 、
新
ま
し
い
事
件

と
し 、
啓
発
活
動
な

どを
行
う

は
後
を
絶
た
ない 。

こ
と
で
心
愛
さ
ん
が
生
き
た
証

会
合
後 、
記
者
会
見
し
た
鈴

し
を
残
し 、
虐
待
振絶
に
向
け
木
秀
洋・
日
大
准
教
授
は
「
心

た
思い
を
新
た
に
す
る
ょっ
埠
愛
ち
ゃ

ん
が
私
の
S
O
S

はま

挙
た 。
今
村
副
市
良
は
「
事
た
も
無
視
さ
れ
る

の
か
と
悲
し

件
を
決
し
て
忘
れ
ず 、

再発
防
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら

止
策

を進
め
た
い」
な
どと 、

な
い」
と
し、
「
自
治
体
は
そ

2020.8.8読売

2020.8.8千葉日報

2020.8.8毎日
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